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１．生成ＡＩによる定性特許文書評価

（１）特許文書品質向上のためのツール

4

発明構築戦略立案
（企画）

特許調査 特許明細書
作成

出願処理 中間処理 登録手続 権利維持 権利無効化 権利行使

フ
ェ
ー
ズ

種
類

業
務
推
進
系

管
理
系

分
析
評
価
系

特許検索
ツール

特許ﾏｯﾌﾟ
作成支援
ﾂｰﾙ

発想支援
ﾂｰﾙ

発明支援
ﾂｰﾙ

特許検索
ﾂｰﾙ

特許ﾏｯﾌﾟ
作成支援
ﾂｰﾙ

出願支援
ﾂｰﾙ

案件管理
ﾂｰﾙ

特許検索
ツール

文献検索
ﾂｰﾙ

特許分析
ツール

特許分析
ﾂｰﾙ

特許管理ﾂｰﾙ

包袋管理ﾂｰﾙ

特許価値
評価

システム

明細書
作成支援
システム

特許明細書
分析システム

機械翻訳
システム

生 成 A I

生成ＡＩが「業務推進系」にてサポートできるフェーズの検証

2-1 2-32-2

今回検証したフェーズ
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55

発明着想 発明構築 特許調査 発明確定 明細書設計 明細書製造 出願処理

・実
施
例
設
計

・課
題
抽
出

・本
質
展
開

・本
質
抽
出

・調
査
設
計

・調
査活

動
内
容

成
果
物

・発
明
確
定

・明
細
書

ス
ト
ー
リ
ー

構
築

・ク
レ
ー
ム

作
成

・実
施
例

詳
細
設
計

・実
施
例
等
作
成

・願
書
作
成

・願
書
事
務

手
続
き

Ｒ

調査
結果書

調査
設計書

発明
メモ

発明
ﾘｽﾄ①

発明
ﾘｽﾄ②

ｸﾚｰﾑ 図面 明細書 願書など

必
要
ス
キ
ル

・問題提起力
・技術知識
・設計力

・本質抽出力
・技術理解力
・ｼｽﾃﾑ
利用能力

・本質抽出力

・技術知識
・知識適応力

・法律知識

（上位概念化力
技術知識）

（ﾓﾃﾞﾙ適応力）

・技術理解力
・設計能力
・法律知識

・文章作成
能力

・技術知識
・設計能力
・法律知識

・技術知識
・設計能力

・文書作成
能力

・技術理解力
・法律知識

・法律知識

ﾌｪｰｽﾞ

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ ＲＲ Ｒ

Ｒ レビュー

・本質抽出力
・技術知識
・知識適応力
・法律知識

クレーム製造

出願
申請書

詳細整理

・課
題
等
整
理

・技術整理力

明細書
設計書

・下位概念抽出
・上位概念抽出
・発明展開

・クレーム作成 ・明細書作成（チェック）

（２）生成ＡＩを用いた特許文書品質向上のための取り組み
- 生成ＡＩを試用したフェーズ

・発明起案
・特許分類コード決定
・検索式提案
・検索

・図面作成

（参照）https://tech-jpn.jp/wp-content/uploads/symposium/15/15-2-3.pdf
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（２）生成ＡＩを用いた特許文書品質向上のための取り組み

（２－１）発明着想／クレーム製造フェーズ
［プロンプト］犬の散歩のあとの足ふきが面倒なんだけど、何かいい発明ない？

犬の散歩後の足ふきを楽にするための便利なアイデアとして、「自動ペット足洗
いマシン」を考えてみます。これは、犬が散歩から帰ったときに使える、簡単か
つ効率的な足洗いソリューションです。
自動ペット足洗いマシンの概念:・・・・

［プロンプト］その発明について、特許請求の範囲を請求項５つ以内で書いてみて。

特許請求の範囲を考慮して、以下のように請求項を記述することができます。これは、自動ペッ
ト足洗いマシンに関する基本的な特徴をカバーするための一例です。

請求項1：ペットの足を洗浄するための装置であり、足を挿入するための開口部と、内
部に配置された水噴射ノズルおよびブラシを含み、該ブラシは柔らかい素材でできて
おり、ペットの足に優しく作用することを特徴とする装置。
請求項2：請求項1に記載の装置であり、さらにペットの足の挿入を感知するセンサー
を含み、該センサーは足の挿入を検知すると自動的に洗浄サイクルを開始することを
特徴とする装置。
請求項3：請求項1または請求項2に記載の装置であり、温水および泡を生成する機能を
備え、ペットの足を温水と泡で洗浄することができることを特徴とする装置。
請求項4：いずれかの請求項に記載の装置であり、足の洗浄後に乾燥サイクルを実行す
るための乾燥機能を含み、該乾燥機能は温風または自然風の乾燥を提供することを特
徴とする装置。
請求項5：いずれかの請求項に記載の装置であり、異なるサイズのペットに適応するた
めに開口部の高さまたはサイズを調整する機能を含むことを特徴とする装置。
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［プロンプト］以下の発明の下位概念を考えて！ 発明「人の存在を検知し、広告
の出力を変更する電気機器」

「人の存在を検知し、広告の出力を変更する電気機器」という発明の下位概念
には、より特化したアプリケーションや技術が含まれます。ここでは、それらを実
際に適用するいくつかの発明を挙げてみましょう。
顔認識を用いたデジタルサイネージ: 通行人の顔の特徴を認識し、年齢や性別
に応じたカスタマイズされた広告を表示する。
動きセンサー搭載ビルボード: 人の動きを検知して広告を表示し、視線追跡技
術を用いて注視点に基づいた広告内容を変更する。
インタラクティブな店頭ディスプレイ: 店舗の入口に設置され、近づく顧客に合わ
せて商品やプロモーション情報を動的に変更する。
感情認識広告パネル: 観察された人々の表情を分析し、感情に応じて異なる広
告を表示する。
エンゲージメント測定ディスプレイ: 観察された人々の関心度合いを測定し、興
味を示した内容に関連する広告をさらに表示する。
パーソナライズされたバーチャルショーケース: 特定の顧客が商品を見ていると

きに、その顧客の購買履歴や好みに基づいて商品情報や関連する広告を表示
する。

これらの発明は、基本的な概念をさらに具体化し、特定のシナリオや消費者の
ニーズに合わせて適用される技術です。

（２－２）発明構築フェーズ［発明展開例］
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（２－３）特許調査フェーズ［特許検索式の提案］

8

［プロンプト］あなたは、優秀な特許のサーチャーです。以下の内容の特許、
および以下の内容の特許に類似する特許を検索するための検索式を作成し
てください。 ［発明］特開2002-140509 の請求項1

特許検索を行う際には、対象となる発明の重要な特徴を考慮して検索キーワードや分類コードを選定する必要があります。ご
指定の発明に関して、特許検索式を作成するには、以下のステップに従います。
発明の主要特徴の特定
•動作が実行できる電気機器 •広告情報を蓄積する広告蓄積部 •広告情報を取得する広告取得部
•広告情報を表示する広告表示部 •動作を検知する動作検知部 •広告情報の取得と表示を指示する広告変更表示部
検索キーワードの選定
•広告表示 •動作検知 •電気機器 •広告蓄積 •インタラクティブ広告
検索式の作成
以下の検索式は、特許データベースにおけるキーワード検索の一例です。使用する特許データベースのインターフェースや機
能に応じて調整が必要です。
("電気機器" AND "広告表示" AND "動作検知") OR ("広告蓄積" AND "インタラクティブ広告") OR ("広告取得部" AND "
広告変更表示部")
分類コードの利用
特許データベースによっては、国際特許分類（IPC）や他の分類システムを利用して検索を行うことができます。この発明に関
連する可能性のある分類コードは以下の通りです。
•G06F（計算; 計算の推論; 計算装置; データ処理システムまたは方法）
•G09F（広告、情報または指示のための装置）
•H04N（画像通信, 例. テレビ）
注意点
•特許検索は複雑であり、検索式は特定のデータベースの機能とユーザーのニーズに応じて調整する必要があります。
•高度な検索では、構文やブール演算子（AND, OR, NOT）を適切に使用することが重要です。
•特許データベースによっては、検索式の構築に更に高度なオプションが用意されている場合があります。
最適な検索結果を得るためには、特許データベースの機能を十分に理解し、必要に応じて検索式を調整することが重要です。
また、特許専門家によるアドバイスやサポートを求めることも有効です。
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（２－３）特許調査フェーズ［特許分類コードの提案］

9

［プロンプト］あなたは、優秀な特許のサーチャーです。以下の発明が該当す
る国際特許分類を教えてください。［発明］特開2002-140509 の請求項1

この発明は、動作検知に基づいて広告を取得し表示する電気機器に関連す
るものです。国際特許分類（IPC）において、この発明が分類される可能
性のあるカテゴリーは以下の通りです：
G06F 3/00 - 計算機システムにおける入力装置または結合装置; これらの
ための装置。この分類は、動作検知部がユーザーの動作を入力として受け
取る装置に該当する可能性があります。
G09F 19/00 - 広告、情報または指示のための装置や装置の部分。この分
類は、広告表示部が含まれるため、発明の広告表示機能に関連しています。
H04N 21/00 - インタラクティブテレビシステム。この分類は、テレビや
類似のディスプレイシステムでのインタラクティブな広告表示機能に関連
する可能性があります。
これらの分類は、発明の特定の特徴に基づいて選択されていますが、国際
特許分類は非常に広範で詳細なものであるため、この発明の全体的な性質
に応じて、他の関連する分類が存在する可能性もあります。特許出願の際
には、特許専門家が発明の具体的な特徴に基づいて最も適切な分類を選定
します。
＜正解＞
特開2002-140509のIPC G06F 17/60 G06F 9/00
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（２－３）特許調査フェーズ［先行特許調査］

10

［プロンプト］あなたは、優秀な特許のサーチャーです。以下の発明に類似す
る先行特許を、日本語で教えてください。
［発明］特開2002-140509 の請求項1

お探しの電気機器に関する先行特許について、具体的な情報を見つけ
ることができませんでしたが、特許検索を効率化するためのツールや
サービスがあります。
例えば、Tokkyo.Aiは電気機器業界向けのAI知財生成ツールを提供して
おり、簡単なアイディアや発明の概要から特許文案を生成でき、AIを用
いた類似特許の検索や分析が可能です。これにより市場での競合を避
けたり特許を差別化したりすることができるかもしれません。さらに、複
数国の特許法に適合した特許申請戦略を策定するのにも利用できます。
詳細な先行技術調査や特許検索を行いたい場合は、包括的な特許
データベースへのアクセスと専門的な調査能力を持つ特許弁理士や特
許検索専門家に相談することをお勧めします。
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（２－４）明細書作成フェーズ［図面の作成］

［プロンプト］散歩の後に犬の足を奇麗にするための装置の図面を書いて。

了解しました。犬の足をきれいにする装置の図面を作成するには、装置の機能や
構造についていくつか詳細を教えていただけますか？例えば：
1.装置のサイズ: 小型犬から大型犬まで対応するか、特定のサイズの犬に特化して
いるか。
2.洗浄方法: 水洗い、ブラシによる洗浄、または乾燥清掃など。
3.操作方法: 自動で動作するか、手動で操作するか。
4.特別な機能: 例えば、犬の足の形状に合わせて調整可能なブラシ、温水洗浄、乾
燥機能など。
これらの詳細を教えていただければ、より適切な図面を作成することができます。

［プロンプト］小型の犬用です。あとは適当に考えて。

こちらが小型犬用の足洗い装置のた
めの特許図面です。この図面には、
水洗いシステム、柔らかいブラシで
の洗浄機能、乾燥機構が含まれてい
ます。前面図、側面図、上面図が示
されており、犬の足がどのように挿入
され、清掃されるかがわかります。装
置は手動操作で、使いやすいハンド
ルとコントロールが特徴です。デザイ
ンはシンプルで効果的なものとし、特
許出願に適しています。
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（２－４）明細書製造フェーズ
［明細書を修正する（特許ライティングマニュアルへの適用）］

基本プロンプト：以下の特許明細書の日本語を、更に明確にしてください。
修正の理由も付けて。

改良プロンプト：以下の特許明細書の日本語を、文字数をあまり増やさずに、
更に明確にしてください。修正の理由も付けて。

【６事例】

1. 長文

2. 複数の主語、述語

3. 目的語無し

4. 主語と述部が離間

5. 修飾語句と被修飾語句とが離間

6. 主語と述語が非対応
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（参照：https://tech-jpn.jp/tokkyo-writing-manual）/

（付録１）

一般財団法人日本特許情報機構
（Japio）は、2007年から、知的
財産、特許翻訳、情報工学等の専
門家の皆様のご協力のもとで、
「産業日本語」の研究・普及活動
を行っております。その活動の中
で、「言い換えルール」の抽出を
行いました。この言い換えルール
を一般にも親しみやすく理解しや
すいものとなるよう、8つのカテ
ゴリー、31のルールに汎用化した
ものを、「特許ライティングマ
ニュアル（初版）」として、2013
年6月に発行しました。
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（２－４）明細書製造フェーズ［明細書を修正する］

事例１：長文
修正前：

耐熱ガラスからなる透明な表面側第1層、充填材からなる第2層、複数の光電変換素
子が 配置された第3層、樹脂フィル厶からなる耐候性の裏面側第4層をこの順序で積
層する。

【JAPIO修正】：

表面側第1層、第2層、第3層、裏面側第4層をこの順序で積層する。表面側第1層は耐
熱ガラスからなり透明である。第2層は充填材からなる。第3 には複数の光電変換素
子が配置されている。裏面側第4層は樹脂フィルムからなり耐候性である。

【GPT-4修正】：

耐熱性を有するガラス製の透明な表面側第1層、充填材によって形成された第2層、複
数の光電変換素子が組み込まれている第3層、そして耐候性を備えた樹脂フィルムで
構成される裏面側第4層を、この指定された順序に従って積層する。

コメント：

GPT-4はJAPIOテキストのように５文に区切らず、オリジナルの１文の構成を維持した
上で、各層の修飾方法を変更しているため、JAPIO修正よりも明確性を向上させる修
正とは評価しにくい。

各層の修飾は、原文にないグレーゾーンの情報による冗長性が追加されている印象。
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（２－４）明細書製造フェーズ［明細書を修正する］

事例２：複数の主語、述語
修正前：

積層フィルムの層間にアルミの第1層、酸化ケイ素の第2層を設けることで、積層フィルム
の水蒸気バリア性を確保できるため、食品、医薬品等の内容物の包装に好適である。

【JAPIO修正】：

積層フィルムの層間にアルミの第1層、酸化ケイ素の第2層を設けることで、積層フィルム
の水蒸気バリア性を確保できる。このため、かかる積層フィルムは、食品、医薬品等の内
容物の包装に好適である。

【GPT-4修正】：

積層フィルムの各層間に、アルミニウムを用いた第1層と酸化ケイ素による第2層を導入
することにより、当該積層フィルムの水蒸気バリア性が強化される。この結果、食品や医
薬品などの内容物を包装する際に、その品質を保持するのに特に適している。

コメント：

GPT-4はJAPIO修正と同様、２文に区切って明確性を改善している。

更に、GPT-4の「水蒸気バリア性が強化される」への修正は、文法的に能動形を受動形
に変更し

主語なしの文を明確にしており、JAPIO修正を更に改善している。

但し、原文にないグレーゾーンの情報による冗長性が追加されている印象。
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（２－４）明細書製造フェーズ［明細書を修正する］

事例３：目的語無し

修正前：

洗浄ノズルは、高圧の洗浄水を噴射して洗浄する。

【JAPIO修正】：

洗浄ノズルは、高圧の洗浄水を噴射して汚染部を洗浄する。

【GPT-4修正】：

本実施例における洗浄ノズルは、高圧で噴射される洗浄水を用いて対象物を効率的
に洗浄する機能を有する。

コメント：

GPT-4はJAPIO修正と同様、目的語無しの問題に対し、目的語を追加して適切な修
正。

但し、原文にないグレーゾーンの情報による冗長性が追加されている。
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（２－４）明細書製造フェーズ［明細書を修正する］

事例４：主語と述語が離間

修正前：

第1制御部は、温度検出器により検出された油の温度が設定温度より低い場合には、電
源ケーブルの途中に介装されたサイリスタ、トライアック等からなる通電制御部に通電信
号を出力する。

【JAPIO修正】：

温度検出器により検出された油の温度が設定温度より低い場合には、第1制御部は、電
源ケーブルの途中に介装されたサイリスタ、トライアック等からなる通電制御部に通電信
号を出力する。

【GPT-4修正】：

第1制御部は、温度検出器によって検出された油の温度が設定温度未満である場合、電
源ケーブルに組み込まれているサイリスタやトライアックなどの通電制御部分に対し通
電を促す信号を出力する。この通電制御部分は、電源ケーブルの途中に設置されてい
る。

コメント：

GPT-4は一番の論点の、主語と述部が分離された部分を近づける修正がされていない。

GPT-4の修正は、情報を冗長にする修正でJAPIO案よりも改善無し。
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（２－４）明細書製造フェーズ［明細書を修正する］

事例５：修飾語句と被修飾語句とが離間

修正前：

ロボットアー厶は部品と商品搬送時に接触する。

【JAPIO修正】：

ロボットアー厶は商品搬送時に部品と接触する。

【GPT-4修正】：

本実施例におけるロボットアームは、部品の取り扱いおよび商品の搬送プロセス中に、こ
れらの物体に直接接触して作業を行う。

コメント：

GPT-4はJAPIO修正の、「部品と接触する」とは異なり、「物体に直接接触して」と、記載
が異なる修正に

見える。

しかし手前で、”部品”および”商品”が記載されており、原文の意味からシフトしており、
不適切な修正。

更に、原文にない情報を追加して冗長性を増しており、JAPIO修正よりも改善無し。
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（２－４）明細書製造フェーズ［明細書を修正する］

事例６：主語と述語が非対応

修正前：

自走ロボットの停止点は、地点A、地点B、地点Cに止まり、その後出発点に戻る。

【JAPIO修正】：

自走ロボットは、地点A、地点B、地点Cに止まり、その後出発点に戻る。

【GPT-4修正】：

本実施例における自走ロボットは、プログラムされたルートに従い、地点A、地点B、お
よび地点Cで順次停止する。各停止地点での任務を完了した後、ロボットは出発点に
自動的に戻る。

コメント：

GPT-4は、原文の主語と述語とのねじれとは、適切に修正している。

但し、今回の修正のスタイルのように、原文にない不必要な情報を追加しており、適切
とは言い難い。
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（２－４）明細書製造フェーズ［明細書を修正する］

事例２（改良プロンプト）：複数の主語、述語
【JAPIO修正】：

積層フィルムの層間にアルミの第1層、酸化ケイ素の第2層を設けることで、積層フィルム
の水蒸気バリア性を確保できる。このため、かかる積層フィルムは、食品、医薬品等の内
容物の包装に好適である。

【GPT-4修正】：

積層フィルムの各層間に、アルミニウムを用いた第1層と酸化ケイ素による第2層を導入す
ることにより、当該積層フィルムの水蒸気バリア性が強化される。この結果、食品や医薬
品などの内容物を包装する際に、その品質を保持するのに特に適している。

【GPT-4改良プロンプト修正】

アルミ製第1層と酸化ケイ素第2層を積層フィルム間に配置し、水蒸気バリア性を向上。こ
れにより食品や医薬品包装に最適。

コメント：

改良プロンプトは体言止めとなり、文字数削減が優先されるが書式として不適切。

原文の「食品、医薬品等の内容物の包装に好適である。」の中で、「内容物」が削られ情
報がスリムになった。

クレーム作成時に、不必要な要件を削ぎ落とした、独立項の作成に活用できる可能性が
ある。
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（２－４）明細書製造フェーズ［明細書を修正する］

事例３（改良プロンプト）：目的語無し
【JAPIO修正】：

洗浄ノズルは、高圧の洗浄水を噴射して汚染部を洗浄する。

【GPT-4修正】：

本実施例における洗浄ノズルは、高圧で噴射される洗浄水を用いて対象物を効率的に
洗浄する機能を有する。

【GPT-4改良プロンプト修正】：

洗浄ノズルは、高圧水を噴射し対象を効率的に洗浄。

コメント：

GPT-4改良プロンプトはJAPIO修正とほぼ同様の修正案を作成。

不足する目的語を「対象を」と適切に追加した上で、余計な情報を追加しない修正案。

但し、体言止めは、文字数制限の条件から発生しており、別のプロンプトが必要。
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（２－４）明細書製造フェーズ［明細書を修正する］

事例６（改良プロンプト）：主語と述語が非対応

【JAPIO修正】：

自走ロボットは、地点A、地点B、地点Cに止まり、その後出発点に戻る。

【GPT-4修正】：

本実施例における自走ロボットは、プログラムされたルートに従い、地点A、地点B、およ
び地点Cで順次停止する。各停止地点での任務を完了した後、ロボットは出発点に自動
的に戻る。

【GPT-4改良プロンプト修正】：

自走ロボットは地点A、B、Cで停止後、出発点へ戻る。

コメント：

GPT-4改良プロンプトはJAPIO修正とほぼ同様の修正案を作成。

主語と述語のねじれを解消し、更には、JAPIO修正を究極にスリム化している。

本事例は体言止めは発生しておらず、完成度の高い修正案になっている。
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（２－４）明細書製造フェーズ［明細書を修正する］

＜プロンプトＢ＞
あなたは優秀な弁理士です。
三重引用符で囲われた明細書の一部の文章を校閲し、修正を行った場合には修正箇所に対応する理
由を示してください。また、文章として誤っているが、与えられている情報から修正案が作成でき
ない場合には、誤っている点を指摘してください。
その際には、以下の点を改善することを意識して校閲を行ってください。
・正確性

用語または文が文法的に正確である度合い。例えば、誤記が多いほど、主語の抜けが多いほど、
用語の揺らぎの数が多いほど、評価は低くなる。
・簡潔性

文または文章が簡潔である度合い。例えば、多義的に解釈され得る用語または文が多いほど、評
価は低くなる。
・一義性

用語または文が一義的に捉えられる度合い。例えば、多義的に解釈され得る用語または文が多い
ほど、評価は低くなる。
・技術開示性

特許請求の範囲に記載された発明が十分に説明されている度合い。なお、サポート要件、実施可
能要件を満たす度合いとも言える。例えば、特許請求の範囲を構成する用語の技術的意義、構成と
作用と効果が十分に説明されていないほど、実施例や変形例が不十分であるほど、評価は低くなる。
・技術的明確性

発明が技術的に分かりやすく明確に説明されている度合い。例えば、構成と作用の効果の記載が
不十分であるほど、上位概念の用語または造語に対して、具体例が少ないほど、評価は低くなる。
・技術的論理性

発明が技術的に論理的に説明されている度合い。例えば、次の場合は、評価が低くなる。①ク
レームと明細書のストーリーとの技術的因果関係が不明確である、②従来技術、課題、解決手段、
効果のストーリーの筋が通っていない、③実施例の技術説明に論理的な誤りが多い。



24（参考）https://tech-jpn.jp/tokkyo-hinshitu-gakusyu-text/

（付録２）

特許文書品質特性モデル
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＜プロンプトＢの回答１＞
修正案:
"""
なお、砒素（As）は同時にゲートポリシリコン膜１０４にも注入され、ゲートポリシリコン膜
１０４の導電率を高める。
"""
理由:
元の文は文法的に正しいです。ただし、砒素の元素記号が誤っています。正しくはAsであるた
め、正確性と一義性を修正しました。

＜プロンプトＢの回答2＞
修正案：
"""
なお、砒素（As）は同時にゲートポリシリコン膜１０４にも注入され、ゲートポリシリコン膜
１０４の導電率を高める。
"""
修正理由：
砒素の化学記号は正確には（As）であり、（P）ではありません。したがって、正確性を確保
するために、この部分を修正しました。
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・技術知識
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・技術理解力
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（２）生成ＡＩを用いた特許文書品質向上のための取り組み
- 生成ＡＩを試用したフェーズ

・発明起案
・特許分類コード決定
・検索式提案
・検索

・図面作成
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（３）産業日本語研究会 特許文書分科会の取り組み
（３－１）背景と活動概要

27

特許文書分科会の目的 ： 特許文書の品質向上に寄与する

高品質な特許文書とは

特許文書
品質特性モデル

発明着想 発明完成 特許明細書作成 出願 中間処理 権利化 権利行使

方法論
（成果物・プロセス）

ツール教育

特 許 ラ イ フ サ イ ク ル
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（３）産業日本語研究会 特許文書分科会の取り組み
（３－２）教育［特許文書品質の教育用テキスト］

28

特許文書品質特性モデルの学習用テキスト （β版）を
産業日本語研究会ＨＰ (tech-jpn.jp)にて公開［2023年3月6日］

（ＵＲＬ）https://tech-jpn.jp/tokkyo-hinshitu-gakusyu-text/
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２ 機械学習等による定量的特許文書評価
（１）機械学習を用いた定量的特許文書評価（PatentValueAnalyst-SVM）
（２）演算式による定量的特許文書評価（PatentValueAnalyst-CF）

品質評価対象の特許書類を言語解析し、取得したパテントメトリクスを用いた品質の自動算出

[評価式算定方式] 予め決められた評価算出式に代入し、品質を自動算出する
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教師データ

パテント
メトリクス

人手による
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評価結果

教師データ用
特許書類群

特許書類
解析機能

[機械学習方式] 過去の評価実績の機械学習により、対象特許の品質を自動算出する

評価
算出式



30

約６０種類のパテントメトリクス
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構成要素のチェック，用語のチェック

サポート要件のチェック（第36条第6項第1号）

明確性要件のチェック（第36条第6項第2号）

未記載用語のチェック，不適切な引用関係のチェック
曖昧語のチェック，目的語のチェック

翻訳容易性・可読性のチェック
⇒明細書の可読性（読みやすさ）に関するチェック

複雑な文のチェック，主語のない文のチェック，
閾値以上の文字数の文のチェック

３．特許文書の品質チェック

（１）特許文書の品質チェックツール（PatentQC）
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（１）明細書チェックツール（PatentQC）
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（２）生成AIを用いた明細書チェック

仮想明細書（タクシー）を題材として、以下の指摘がChatGPT4o
（以下「GPT」）に可能であるか否かを検査した。
１．クレームの従属関係

（１）マルチ・マルチクレームの検出
（２）従属関係の不備の検出

２．技術的明確性
（１）「前記・・・」の不備の検出
（２）不明確なクレームの検出

３．文章的特性（正確性・簡潔性）
（１）主語の無い文の検出／修正
（２）複文の検出／修正
（３）長文の検出／修正
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【書類名】特許請求の範囲
【請求項１】
基地局、顧客端末、および車載装置からなるタクシー捕捉システムにおいて、前記基地局は、
複数の空車の車載装置から受信したそれぞれの空車の位置情報を格納する空車位置データベースと、
地図を記憶する地図データベースと、
前記顧客端末から受信した顧客の位置情報に基いて、該顧客の周囲に存在する一または複数の空車を前記空車位置データベー
スから特定して、地図上に該顧客の位置と該一または複数の空車の位置とが表示される空車状況情報を作成し、該空車状況情
報を該顧客端末へ送信するサーバと、
を有することを特徴とする、タクシー捕捉システム。
【請求項２】
前記基地局は、車両の属性情報を記憶する車両データベースをさらに有し、前記サーバは、前記一または複数の空車に関する
属性情報を前記車両データベースから読み出して、前記空車状況情報に付加することを特徴とする、請求項１に記載のタク
シー捕捉システム。
【請求項３】
基地局、顧客端末、および車載装置からなるタクシー捕捉システムにおいて、前記基地局は、
前記顧客端末から受信した顧客特定情報を、前記顧客端末から受信した空車選択通知に対応する空車の車両特定情報と対応さ
せて記憶する仲介テーブルと、
前記顧客端末と前記車載装置との通信を、前記仲介テーブルの対応関係にしたがって確立する仲介コネクションと、
を有することを特徴とする、タクシー捕捉システム。
【請求項４】
前記顧客端末と前記車載装置との通信は、両者間の通話による通信、または電子メールによる通信であることを特徴とする、
請求項３に記載のタクシー捕捉システム。
【請求項５】
前記基地局は、前記仲介テーブルにおける対応関係が継続しているあいだ一定時間ごとに、前記顧客端末から受信した顧客の
位置情報を前記車載装置へ送信するとともに、前記車載装置から受信した空車の位置情報を前記顧客端末へ送信することを特
徴とする、請求項３または４に記載のタクシー捕捉システム。
【請求項６】
前記基地局は、前記顧客端末からのキャンセル通知、前記車載装置からの乗車拒否通知、または前記車載装置からの顧客下車
通知のいずれかを受信すると、前記仲介テーブルに記憶した前記顧客特定情報を消去することを特徴とする、請求項３乃至５
に記載のタクシー捕捉システム。

：
：
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（１）マルチ・マルチクレームの検出
［前提］
仮想明細書の請求項１～請求項６をChatGPT4o（以下「GPT」）に与えた後、
［プロンプト］
上記の請求項において、マルチマルチクレームが存在すれば、指摘してください。
［回答］
上記の請求項において、「マルチマルチクレーム」が存在するかどうかを確認するためには、
ある請求項が他の複数の請求項を依存先として参照しているかどうかを確認する必要がありま
す。
「マルチマルチクレーム」とは、ある請求項が複数の独立請求項または従属請求項を基礎にし
て、さらにその基礎となる請求項が他の複数の請求項を基礎にしている場合を指します。
請求項を再確認すると、以下のような構造になっています：
 請求項1は独立請求項です。
 請求項2は請求項1に従属しています。
 請求項3は独立請求項です。
 請求項4は請求項3に従属しています。
 請求項5は請求項3または4に従属しています。
 請求項6は請求項3乃至5に従属しています。
マルチマルチクレームが存在するかを指摘するには、請求項5と請求項6が関連しています。
 請求項5: 「請求項3または4に記載のタクシー捕捉システム」とあるため、複数の請求項

（請求項3および請求項4）に依存しています。ただし、これは通常の従属形式です。
 請求項6: 「請求項3乃至5に記載のタクシー捕捉システム」とあるため、請求項3、4、5の

いずれかに依存しています。
このように、請求項5および6が、複数の請求項を依存先として指定しているため、請求項6が
「マルチマルチクレーム」に該当します。
［結果］ 正しい回答を返した。
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【書類名】特許請求の範囲
【請求項１】
基地局、顧客端末、および車載装置からなるタクシー捕捉システムにおいて、前記基地局は、
複数の空車の車載装置から受信したそれぞれの空車の位置情報を格納する空車位置データベースと、
地図を記憶する地図データベースと、
前記顧客端末から受信した顧客の位置情報に基いて、該顧客の周囲に存在する一または複数の空車を前記空
車位置データベースから特定して、地図上に該顧客の位置と該一または複数の空車の位置とが表示される空
車状況情報を作成し、該空車状況情報を該顧客端末へ送信するサーバと、
を有することを特徴とする、タクシー捕捉システム。
【請求項２】
前記基地局は、車両の属性情報を記憶する車両データベースをさらに有し、前記サーバは、前記一または複
数の空車に関する属性情報を前記車両データベースから読み出して、前記空車状況情報に付加することを特
徴とする、請求項１に記載のタクシー捕捉システム。
【請求項３】
基地局、顧客端末、および車載装置からなるタクシー捕捉システムにおいて、前記基地局は、
前記顧客端末から受信した顧客特定情報を、前記顧客端末から受信した空車選択通知に対応する空車の車両
特定情報と対応させて記憶する仲介テーブルと、
前記顧客端末と前記車載装置との通信を、前記仲介テーブルの対応関係にしたがって確立する仲介コネク
ションと、
を有することを特徴とする、請求項４記載のタクシー捕捉システム。
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（２）従属関係の不備の検出
［前提］
赤字・下線部のエラーを追記した特許請求の範囲を与えた後、
［プロンプト］
上記の特許請求の範囲において、不適切なクレームの従属関係の記載があれば、指摘してくだ
さい。
［回答］
上記の特許請求の範囲において、不適切なクレームの従属関係は以下の通りです。
不適切な従属関係
請求項3において、「請求項4記載のタクシー捕捉システム」と記載されています。
問題点
通常、請求項はその前に記載された請求項に依存する形で記載されます。つまり、請求項3は、
請求項1または請求項2に依存すべきであり、後に記載される請求項4に依存することはできま
せん。これは、特許法の一般的な原則に反しており、不適切な記載です。
解決方法
請求項3が依存すべき対象を修正し、例えば「請求項1または請求項2記載のタクシー捕捉シス
テム」とすることで、適切な従属関係に修正することが必要です。具体的には、以下のように
修正します。
【請求項３】
基地局、顧客端末、および車載装置からなるタクシー捕捉システムにおいて、前記基地局は、
前記顧客端末から受信した顧客特定情報を、前記顧客端末から受信した空車選択通知に対応す
る空車の車両特定情報と対応させて記憶する仲介テーブルと、
前記顧客端末と前記車載装置との通信を、前記仲介テーブルの対応関係にしたがって確立する
仲介コネクションと、
を有することを特徴とする、**請求項1または2に記載の**タクシー捕捉システム。
この修正により、従属関係が適切に整います。
［結果］ 正しい回答を返した。
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【書類名】特許請求の範囲
【請求項１】
基地局、顧客端末、および車載装置からなるタクシー捕捉システムにおいて、前記基地局は、
複数の空車の車載装置から受信したそれぞれの空車の位置情報を格納する空車位置データベー
スと、
前記地図を記憶する地図データベースと、
前記顧客端末から受信した顧客の位置情報に基いて、該顧客の周囲に存在する一または複数の
空車を前記空車位置データベースから特定して、地図上に該顧客の位置と該一または複数の空
車の位置とが表示される空車状況情報を作成し、該空車状況情報を該顧客端末へ送信するサー
バと、
を有することを特徴とする、タクシー捕捉システム。
【請求項２】
前記基地局は、車両の属性情報を記憶する車両データベースをさらに有し、前記サーバは、前
記一または複数の空車に関する属性情報を前記車両データベースから読み出して、前記空車状
況情報に付加することを特徴とする、請求項１に記載のタクシー捕捉システム。
【請求項３】
基地局、顧客端末、および車載装置からなるタクシー捕捉システムにおいて、前記基地局は、
前記顧客端末から受信した顧客特定情報を、前記顧客端末から受信した空車選択通知に対応す
る空車の車両特定情報と対応させて記憶する仲介テーブルと、
前記顧客端末と前記車載装置との通信を、前記仲介テーブルの対応関係にしたがって確立する
仲介コネクションと、
を有することを特徴とする、タクシー捕捉システム。
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２．技術的明確性
（１）「前記・・・」の不備の検出
（２）不明確なクレームの検出
［前提］赤字・下線部のエラーを追記した特許請求の範囲を与えた後、
［プロンプト］
上記の特許請求の範囲において、不明確である（特許法第36条第6項第2号違反）と指摘される箇所があれば、
挙げてください。
［回答］特許請求の範囲において、不明確であると指摘される可能性がある箇所について以下に挙げます。
1. 地図データベースの曖昧さ
請求項1では、「地図を記憶する地図データベース」と記載されていますが、「地図」の具体的な範囲や内
容が不明確です。「地図」とはどのような種類のデータを含むのか、範囲や精度などの情報が明確にされて
いないため、不明確であると指摘される可能性があります。
2. 顧客特定情報の定義
請求項3では、「顧客特定情報」という用語が使用されていますが、この「顧客特定情報」が具体的にどの
ような情報を指すのか明確にされていません。例えば、顧客の名前、電話番号、位置情報など、具体的にど
のデータを指すのかが不明確であるため、この点も不明確であると指摘される可能性があります。
3. 空車選択通知の具体性の欠如
請求項3で用いられている「空車選択通知」という用語についても、その内容が具体的に何を含むのかが明
確ではありません。空車を選択する際に送信される情報や形式が不明であり、これも不明確であると指摘さ
れる可能性があります。
4. 「仲介コネクション」の不明確さ
請求項3で使用されている「仲介コネクション」という用語も、その機能や動作が具体的にどのようなもの
か明確に説明されていません。このコネクションがどのように確立されるのか、技術的な詳細が不明確であ
り、この点も不明確であると指摘される可能性があります。
まとめ
上記の不明確な用語や概念について、具体的な定義や詳細な説明を追加することで、特許法第36条第6項第2
号に基づく不明確さの指摘を回避することが可能となります。
［結果］
（１）「前記・・・」の不備の検出はできなかった。
（２）不明確な用語の検出は、概ね出来ている。
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［プロンプト］
以下の特許請求の範囲において、「前記」または「当該」または「該」がつく要素の前に、
「前記」または「当該」または「該」がない先行する要素があるかを確認してください。先行
する要素がない場合、先行詞の要素無しと出力してください。

［回答］
以下に各請求項の先行詞の有無を確認しました。
請求項1

•「前記基地局」：先行要素あり（「基地局、顧客端末、および車載装置からなるタクシー捕捉システム
において」）。

•「前記空車位置データベース」：先行要素あり（「複数の空車の車載装置から受信したそれぞれの空
車の位置情報を格納する空車位置データベース」）。

•「前記地図」：先行要素なし（「前記地図を記憶する地図データベース」内に記載されているが、これ
以前に「地図」の要素が言及されていないため）。

：
請求項2

•「前記基地局」：先行要素あり（請求項1）。
：

•「前記車両データベース」：先行要素なし（「車両の属性情報を記憶する車両データベース」の前に、
車両データベースの要素が言及されていないため）。
•「前記空車状況情報」：先行要素あり（請求項1）。
請求項3

：

•「前記仲介テーブル」：先行要素なし（「顧客特定情報を、前記顧客端末から受信した空車選択通知
に対応する空車の車両特定情報と対応させて記憶する仲介テーブル」として初めて言及）。

：
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［前提］
仮想明細書の【発明を実施するための形態】を与えた後、
（１）主語の無い文の検出／修正
［プロンプト］
上記の【発明を実施するための形態】の中の文で、主語の無い文を検出し、主語を補った文を、
以下の形式で出力して！
［主語の無い文］ → ［主語を補った文］
［回答］
以下に、主語のない文を検出し、主語を補った文を示します。
1. ［主語の無い文］これをＵターンさせて北向きへと方向を変えさせるには時間がかかると予

想される。 → ［主語を補った文］顧客Ｘは、これをＵターンさせて北向きへと方向を変え
させるには時間がかかると予想される。

2. ［主語の無い文］これが仲介テーブル１０７へ記入される。 → ［主語を補った文］空車選
択通知と顧客特定情報が仲介テーブル１０７へ記入される。

3. ［主語の無い文］これによって、顧客Ｘと予約車Ｂとの間に、対応関係が成立している。 → 
［主語を補った文］仲介テーブル１０７によって、顧客Ｘと予約車Ｂとの間に、対応関係が
成立している。

4. ［主語の無い文］これが仲介コネクション１０６を介して、顧客Ｘの顧客端末５０１へ送信
され、その画面に表示される。 → ［主語を補った文］予約車Ｂの位置情報が仲介コネク
ション１０６を介して、顧客Ｘの顧客端末５０１へ送信され、その画面に表示される。

5. ［主語の無い文］これが仲介コネクション１０６を介して、時々刻々予約車Ｂの車載装置３
０１の画面に表示される。 → ［主語を補った文］顧客Ｘの位置情報が仲介コネクション１
０６を介して、時々刻々予約車Ｂの車載装置３０１の画面に表示される。

［結果］主語の補いに成功する場合もあれば、失敗する場合もある。
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（２）複文の検出／修正
［プロンプト］
上記の【発明を実施するための形態】の中の文で、複文を検出し、複文を２以上の単文に分割し、
以下の形式で出力して！
［複文］ → ［分割した２以上の単文］
［回答］
以下に複文を検出し、2つ以上の単文に分割して示します。
1. ［複文］車載装置３０１は、ハードウエアとしては基本的に通常のカーナビゲーションシス

テムであって、本システムのためのアプリケーションプログラムをインストールしたもので
ある。 → ［分割した２以上の単文］車載装置３０１は、ハードウエアとしては基本的に通
常のカーナビゲーションシステムである。本システムのためのアプリケーションプログラム
をインストールしたものである。

2. ［複文］顧客端末５０１は、ハードウエアとしては一般のスマートフォンやタブレット端末
であって、本システムのためのアプリケーションプログラムをインストールしたものである。
→ ［分割した２以上の単文］顧客端末５０１は、ハードウエアとしては一般のスマートフォ
ンやタブレット端末である。本システムのためのアプリケーションプログラムをインストー
ルしたものである。

3. ［複文］この際、顧客特定情報である顧客Ｘの電話番号およびｅメールアドレスは、車載装
置３０１へ通知されることはない。 → ［分割した２以上の単文］この際、顧客特定情報で
ある顧客Ｘの電話番号およびｅメールアドレスは、車載装置３０１へ通知されない。

4. ［複文］これによって、顧客Ｘと予約車Ｂとの間に、対応関係が成立している。 → ［分割
した２以上の単文］これにより、顧客Ｘと予約車Ｂとの間に対応関係が成立する。

5. ［複文］予約車Ｂの運転手と顧客Ｘとは、直接の会話によってお互いの情報を交換し合う。
→ ［分割した２以上の単文］予約車Ｂの運転手と顧客Ｘは、直接の会話によって情報を交換
し合う。

［結果］
複文の検出に失敗している。また、単文に分けた場合に、主語を補うようなことはできていない。
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（３）長文の検出／修正
［プロンプト］
上記の【発明を実施するための形態】の中の文で、長文を検出し、長文を２以上の文に分割する、または長
文を要約し、以下の形式で出力して！
［長文］ → ［分割または要約した文］
［回答］
以下に長文を検出し、2つ以上の文に分割するか、要約して示します。
1. ［長文］基地局１０１の車両データベース１０３には、予め、本システムに登録しているタクシーの車両

の属性情報が格納されている。車両の属性情報として、「ハイブリッド小型車」、「黒塗り中型車」、
「７人乗りワゴン車」、「○○のエアロ仕様の新車」といった車両自体の特徴や、「３０年間無事故無違
反」、「江東区の裏道に強い」といった運転手の自己ＰＲなどの情報が格納され、さらに、各車両の車載
装置３０１のＩＰアドレスが格納されている。 → ［分割または要約した文］基地局１０１の車両データ
ベース１０３には、登録されているタクシーの車両属性情報が格納されている。車両属性情報には、「ハ
イブリッド小型車」や「黒塗り中型車」などの車両特徴と、「３０年間無事故無違反」などの運転手の自
己PRが含まれる。また、各車両の車載装置３０１のＩＰアドレスも格納されている。

2. ［長文］顧客Ｘが１人で急いで大通りを北へ行きたいのであれば、画面下方の車両の属性情報に表示され
ているような、江東区の裏道に強い運転手（空車Ａ）や、７人乗りワゴン車（空車Ｃ）である必要はなく、
運転手に特徴が見られない小型車である空車Ｂで十分である。 → ［分割または要約した文］顧客Ｘが１
人で急いで大通りを北へ行きたい場合、特定の属性を持つタクシー（例：裏道に強い運転手の空車Ａや７
人乗りワゴン車の空車Ｃ）を選ぶ必要はない。特徴のない小型車である空車Ｂで十分である。

3. ［長文］一方、もし顧客Ｘが同僚５人と一緒に計６人で大通りを北方向へ行きたいのであれば、７人乗り
ワゴン車である空車Ｃを呼び寄せるのがよいと判断することができる。すなわち、空車Ｃは、顧客Ｘから
かなり遠くの位置にいて、かつ顧客Ｘから離れる方向へ走行しているので、呼び寄せるには時間がかかる
が、６人が１台に乗車することができるので、運賃を節約することができると判断することができる。
→ ［分割または要約した文］顧客Ｘが同僚５人と一緒に６人で移動する場合、７人乗りワゴン車の空車
Ｃを選ぶのがよい。空車Ｃは遠くにあり、呼び寄せるのに時間がかかるが、６人全員が１台に乗れるため
運賃を節約できる。

［結果］
長文を上手く簡潔化している場合と、意味が若干違ってくるような不適切な場合とがあった。
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＊補足
［プロンプト］
何文字以上を長文と考えましたか？
［回答］
今回は、約100文字以上の文章を長文として検出し、分割または要
約しました。この基準は、文章の内容を分かりやすくするための目
安として設定しましたが、具体的なコンテキストや文章の構造に
よっても異なる場合があります。
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４．まとめ

発明着想 発明完成 特許明細書作成 出願 中間処理 権利化 権利行使

方法論
（成果物・プロセス）

ツール教育

特 許 ラ イ フ サ イ ク ル

・生成ＡＩ,機械学習等のＡＩを用いたツールは、どんどん高性能になっていく
・上手くＡＩを使いこなす必要性が益々高まる（ＡＩと人との協働の必要性）


